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エラスチン：血管・肌・膝・バスト・肺

ヒシエキス：抗糖化・肌・血糖値

アスコフィランHS：肺炎・免疫力・血糖値

機能性紹介HPはコチラ！！
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 アスコフィランHSとは
林兼産業のアスコフィランHSは北⼤⻄洋の⻑寿海藻

「アスコフィラム・ノドサム」が原料
身体の守るちからを呼び起こす「アスコフィラン」を規格化

“さわやかな毎日”アスコフィランHS
 自分の口臭が気になった人は多い

 口臭抑制へのアプローチ

 アスコフィランHSのメリット
溶 解 性 ：水によく溶ける
配 合 量 ：少量ですむ（アスコフィランHSとして1日100mg）

⇒飴やガム・タブレットなど様々な製品に応用可能
安 全 性：重金属・ヒ素を低いレベルで製品規格化

アスコフィランHSで
”さわやかな毎日”を送りましょう。

 アスコフィランHS の口臭予防効果の可能性
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アスコフィランHS：肺炎・免疫力・血糖値

ﾏｽｸで気づく
お口の悩み

１．自分の口臭が気になった経験・・・「ある」人が80.6 %

自分との距離をあけられる

顔をそむけられる

話をしているときにイヤな顔をされる

会話の途中に、相手が手やハンカチで鼻や口を覆っている

会話が短くなる

ガムを渡される

話のなかに、口臭の話題がだされる

咳をされる

息をとめられる

キスやハグの時間や回数が減る

その他

0 10 20 30 40 (%)２．自分の口臭を態度やジェスチャーで
示された経験について

⻭周病の進⾏とともに、口臭は悪化。
※口臭の主要原因物質は揮発性硫⻩化合物（VSC：Volatile Sulfur Compounds）

歯周病の原因にアタックし、口臭を予防する！
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出典：2016年6月2日 日本⻭科医師会発表 「10代〜70代の男女1万人に聞く、お口の臭い調査」

家庭内や職場での
コミュニケーションに

支障が生じる

１．アスコフィランHSは免疫細胞活性が低めの人の活性を改善
出典：ジャパンフードサイエンス, 53, 1, 20 (2014)

上記に加えて、原料である「アスコフィラム・ノドサム」に下記の報告

２．人の⻭垢、⻭⽯の形成を抑制
出典：Clin. Oral Investing, 19, 6, 1507 (2014)

３．口臭の成分であるVSCを抑制
（犬を用いた動物試験）
出典：Front. Vet. Sci., 5, 168 (2018)

アスコフィラム・ノドサム
口臭の成分（VSC）の抑制

VSC濃度の比較

VS
C濃

度
の
レ
ベ
ル

0.0
0.5

1.5

1.0

2.0

0日目 30日目 60日目 90日目

対照物摂取群
被験物摂取群

mailto:kinou_info@hayashikane.co.jp

